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【手続補正書】
【提出日】平成23年9月5日(2011.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｕ相、Ｖ相およびＷ相の各コイルを含む複数のコイルと、
　各上記コイルを結線する結線板とを備え、
　上記結線板は、絶縁層と、導電体を含むＵ相層、Ｖ相層、Ｗ相層および中性点層とを積
層した多層回路基板を含み、
　上記Ｕ相層、Ｖ相層、Ｗ相層および中性点層のそれぞれは、導電体を用いて形成された
導電部と、絶縁部とを含むことを特徴とするモータ。
【請求項２】
　請求項１において、上記多層回路基板には、上記モータの回転軸の回転位置を検出する
ためのセンサが設けられているモータ。
【請求項３】
　請求項１または２において、上記多層回路基板は、上記コイルが挿通する挿通孔を含み
、この挿通孔は、多層回路基板の縁部に開放するスリットを有していて、
　上記挿通孔は、少なくとも上記Ｕ相層、Ｖ相層、Ｗ相層および中性点層のそれぞれに対
応して複数設けられており、
　Ｕ相層、Ｖ相層、Ｗ相層および中性点層の各層における上記絶縁部は、各層に対応する
挿通孔以外の挿通孔に臨むように配置された絶縁体からなるモータ。
【請求項４】
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　請求項１～３のいずれか１項に記載のモータと、
　上記モータの出力が伝達される転舵機構とを備える車両用操舵装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　上記目的を達成するため、本発明は、Ｕ相、Ｖ相およびＷ相の各コイル（６９Ｕ，６９
Ｖ，６９Ｗ）を含む複数のコイル（６９）と、各上記コイルを結線する結線板（７１）と
を備え、上記結線板は、絶縁層（１３１，１３２，１３３，１３４，１３５）と、導電体
（１３６Ｕ，１３６Ｖ，１３６Ｗ，１３６Ｍ；１３６ＵＡ，１３６ＶＡ，１３６ＷＡ）を
含むＵ相層（１３０Ｕ）、Ｖ相層（１３０Ｖ）、Ｗ相層（１３０Ｗ）および中性点層（１
３０Ｍ）とを積層した多層回路基板を含み、上記Ｕ相層、Ｖ相層、Ｗ相層および中性点層
のそれぞれは、導電体を用いて形成された導電部（１３６Ｕ，１３６Ｖ，１３６Ｗ，１３
６Ｍ）と、絶縁部（１３７Ｕ，１３７Ｖ，１３７Ｗ，１３７Ｍ）とを含むことを特徴とす
るモータ（１８）を提供するものである（請求項１）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、本発明において、上記多層回路基板は、上記コイルが挿通する挿通孔（１２５）
を含み、この挿通孔は、多層回路基板の縁部（１２４）に開放するスリット（１２６）を
有していて、上記挿通孔は、少なくとも上記Ｕ相層、Ｖ相層、Ｗ相層および中性点層のそ
れぞれに対応して複数設けられており、Ｕ相層、Ｖ相層、Ｗ相層および中性点層の各層に
おける上記絶縁部は、各層に対応する挿通孔以外の挿通孔に臨むように配置された絶縁体
からなる場合がある（請求項３）。この場合、コイルを多層回路基板に接続する作業にお
いて、スリットからコイルを通すことができ、この接続作業をより容易に行うことができ
る。
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